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項目／ 名前 タマ ハッピー ふう あい




























































































































































































































Ⅳ．終 わ り に
動物介在活動は実践も研究も少しずつ広がっ
てきている途上に過ぎない。本論でも実践の
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一例を調査し論じているのみに留まっている。
動物介在活動は幾多あるレクリエーション活
動などの選択肢の一つにしか過ぎないが、今
回の調査において活動意義のある実践である
ことを感じることができた。ふれあいの郷の
担当者は「施設で動物を飼うということは、
これまでに高齢者が経験してきた家で動物を
飼うという当たり前の環境を保障することだ。
施設を越えた暮らしの場所として重要なこと
だと思う」という旨を話して下さった。訪問
型活動にも効果があると信じられるが、飼育
型動物介在活動ならではの意義がここにある。
感染症への配慮など動物を施設内に持ち込
むことへの危惧は訪問型、飼育型ともに否定
できない。また導入の際の合意形成の難しさ
や継続の困難についても話を聞くところであ
る。今後動物介在活動のさまざまな側面につ
いて研究や議論が進み、この活動がよりよい
発展を遂げることを願っている。
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